
運営・推進特集

東京ディズニーリゾートを運営する同社で、小変
中心のカイゼン活動がはじまった。

最高のホスピタリティーを誇る同社でのカイゼン
とは、どのようなものか。
活動の目的や、カイゼンのはじめかたは？
同社のカイゼン活動を牽引する、テーマパーク統
括部の山口 浩作さんと、香取 克彦さんにお話を聞
いた。

「うちのカイゼン？　
イメージとはちょっと違うと思いますよ。」
インタビューは思わぬ言葉からスタート !

■会社概要

1960年設立╱千
葉県浦安市

正社員 2,201 名
　

テーマパーク社員
 777名

準社員 18,066 
名（2012年3月現在

）

テーマパークの経
営・運営および不

動産賃貸等

サービス業こそ

サービス業こそ

小変小変をは
じめよう

はじめよう
サービス業こそ

サービス業こそ

小変小変をは
じめよう

はじめよう
サービス業こそ

小変をは
じめよう

株式会
社オリ

エンタ
ルラン

ド

さぁ
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6月の月のエラ～イひとひと

「○○の日」はウェブサイト「今日は何の日～毎日が記念日～」（http://www.nnh.to/）を参考にしています。

（1880年6月27日生まれ）教育家

大き過ぎる目標は「無理！」だけど、少しずつなら「できる！」カエルのひとこと

エラ イ

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

横浜カレー
記念日

雲仙普賢岳
祈りの日

土地改良制度
記念日

雨漏りの点検の日商工会の日

我が家のカギ
を見直す
ロックの日

母親大会記念日 世界海洋デー邦楽の日

砂漠化および

干ばつと闘う
国際デー

考古学出発の日

鉄人の日

がん支え合いの日ペパーミントの日

6 月

電波の日

世界献血者デー 暑中見舞いの日 アフリカの子供の日

日韓条約調印記念日

ビートルズ記念日 ハーフタイムデー貿易記念日日照権の日

慰霊の日

ドレミの日
指定自動車
教習所の日

2

3 4 5 76 8

1

9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21

2726

22 23

28 29 3025

火曜日は
カイゼン曜日だよ

意地を
捨てる日

困ったこと
書こう！

改善メモを
書く日

24

つまんない意地は
ヤメてラクしよう

ヘレン・ケラー

カカ イゼン

カカエルの

レンダー
カカ

カイゼン
できた？

改善メモを
見直す日

　ものの名前を覚えるところから、一歩一歩着実に前進してい

く。最初は、口ごもった片言にすぎなかったものが、長い訓練

を経て、 ついにはシェークスピアの作品を解釈できるまでにな

るのである。
小倉慶郎訳「奇跡の人 ヘレン・ケラー自伝」より

改善セミナ
基礎編
大阪東京は26日!



テーマパーク統括部  業務改善推進グループ  

マネ-ジャー 山口浩作さん（左） チーフリーディングスタッフ 香取克彦さん（右）

会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

̶

　

は
い
。
当
社
の
カ
イ
ゼ
ン
活
動
は
、
ゲ
ス
ト
の
目
に
触
れ

な
い
部
分
（
＝
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
）
で
の
ム
ダ
や
ム
リ
、
ム

ラ
を
取
り
、
い
か
に
効
率
よ
く
仕
事
を
す
る
か
、
と
い
う
の

が
テ
ー
マ
。
お
客
様
の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
（
＝
オ
ン
ス
テ

ー
ジ
）
の
改
善
は
、「
カ
イ
ゼ
ン
」
と
い
う
捉
え
方
で
は
な
く
、

「
ゲ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
」
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。

̶
̶

　
　
　

　

私
ど
も
の
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
統
括
部
・
業
務
改
善
推
進
グ

ル
ー
プ
」
が
発
足
し
た
の
は
09
年
7
月
。
コ
ス
ト
効
率
化
を

進
め
る
た
め
に
、
当
初
は
一
発
ホ
ー
ム
ラ
ン
的
な
こ
と
を
狙

っ
て
い
ま
し
た
。
改
革
、
革
新
の
材
料
が
（
社
内
に
）
眠
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
掘
り
起
こ
し
て
、
ド
カ
ン
と
コ
ス
ト
を
下

げ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
視
点
が
強
か
っ
た
ん
で
す
。

̶

　

実
際
、
い
ろ
ん
な
部
門
に

ム
ダ
や
ム
ラ
が
な
い
か
を
聞

い
て
い
く
と
、
ど
こ
も
「
や

っ
て
ま
す
よ
」
と
い
う
回
答

な
ん
で
す
ね
。
た
し
か
に
、

大
き
な
ム
ダ
取
り
、
サ
プ
ラ

イ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
よ
う
な

カ
イ
ゼ
ン
に
は
ど
の
部
署
で

も
目
が
向
け
ら
れ
、
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
そ
の
一
方
で
、
ユ

ー
ザ
ー
側
の
意
識
が
お
ざ
な

り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
状

況
が
あ
っ
て
。

̶

　

た
と
え
ば
、
紙
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
の
を
「
サ
プ
ラ
イ
側
」

の
視
点
で
見
る
と
、
リ
バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
や
り

な
が
ら
、
帳
票
な
ど
の
紙
１
枚
の
仕
入
値
を
下
げ
て
、
コ
ス

ト
削
減
を
図
っ
て
い
る
。
で
も
、
そ
の
一
方
で
、「
使
う
側
」

は
紙
を
大
量
に
使
い
、
そ
の
辺
り
に
「
ム
ダ
」
と
い
う
意
識

が
あ
ま
り
な
い
。
す
る
と
、
い
か
に
大
き
な
と
こ
ろ
で
ド
カ

ン
と
コ
ス
ト
効
率
を
図
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
「
何
も
変
化

が
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
ん
で
す
。

̶

　

そ
こ
に
「
小
変
」
の
出
番
が
あ
り
ま
し
た
。
当
社
で
は

「
大
変
」
は
「
特
効
薬
」、「
小
変
」
は
「
漢
方
薬
」
と
い
う
認

識
。
ち
ょ
う
ど
、
漢
方
薬
に
よ
る
体
質
改
善
が
必
要
と
感
じ

て
い
た
と
き
に
、社
内
の
者
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
講
師
が

い
る
と
聞
い
て
、
一
昨
年
の
秋
に
H
R
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
。

「
小
変
中
心
の
カ
イ
ゼ
ン
活
動
」
こ
そ
、
私
ど
も
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
「
漢
方
薬
的
な
も
の
」
と
直
感
、
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

　

我
々
の
会
社
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
部
署
が
あ
り
ま
す

が
、
小
変
っ
て
、
誰
で
も
や
っ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
、「
実
施

↓
顕
在
化
↓
共
有
化
」
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
で
、
漢
方

̶

̶

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
が
舞
台
の
カ
イ
ゼ
ン
活
動

「
し
く
み
」
を
作
っ
て
、
説
明
行
脚

※
1

※
2

※1　商品の購買、調達、供給に至る過程の管理手法

※2　買い手が欲しい商品の条件や希望金額を提示し、売り手企業が自社で提供できる価格を示して、

　　　最も安い相手と取引するという取引方法。
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「ムダ」は潜んでいる。

「いつもの仕事」の中に隠れている。

「ムダ」とは「過剰＝必要以上」である。

ゆえに、ムダがあれば、どこかで「不足」が発生する。

「ムダ」を省いて、「過剰」を退治。

これぞ、ほんとうのムダ取りだ。

文房具の一括管理で
ムダ取り

備品や消耗品は部員全員が個々に所持、

保管している。

人によって使用頻度がマチマチで、机の中に眠っている場合も。

もったいない。すぐになくしてしまうこともあった。

一人一人が所持する備品のうち、カッターやハサミなど、

使用頻度が低いものを一か所に集めた。

備
品
の
形
に
硬
質
ウ
レ
タ
ン
を
く
り
抜
い
た
。

こ
れ
な
ら
、
探
し
や
す
く
、
戻
し
や
す
い
。

文房具の一括

会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

必要以上の備品購入と

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

モノ探しのムダがなくなった。

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

薬
的
な
効
果
が
出
て
く
る
の
だ
、
と
。
そ
こ
で
ま
ず
、
そ
の

た
め
の
「
し
く
み
」
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

̶

　

カ
イ
ゼ
ン
の
種
ま
き
。
そ
も
そ
も
カ
イ
ゼ
ン
っ
て
ど
う
い

う
も
の
か
を
聞
い
て
も
ら
わ
な
い
と
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
商
品
本
部
、
フ
ー
ド
本
部
、
運
営
本
部
な
ど
い
ろ
ん
な

部
門
に
私
た
ち
が
出
向
い
て
、
カ
イ
ゼ
ン
説
明
会
を
実
施
。

キ
ー
マ
ン
と
な
る
ユ
ニ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
直
接
、
キ
ャ

ス
ト
に
指
示
を
出
す
よ
う
な
立
場
の
人
）
な
ど
に
、

＊
カ
イ
ゼ
ン
と
は
何
か

＊
な
ぜ
、
し
な
く
て
は
い
け
な
い
か

＊
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か

　

な
ど
、
実
際
に
「
何
を
し
て
ほ
し
い
か
」
を
説
明
し
ま
し

た
。
１
回
30
分
ほ
ど
、
計
16
回
実
施
し
ま
し
た
。

̶

　

役
に
立
っ
た
の
は
、改
善
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
録
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

資
料
。
ま
ず
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
文
字
で
ド
ン
と
出
る
の
が
、

皆
の
印
象
に
残
り
や
す
い
。
そ
こ
に
我
々
流
の
自
社
事
例
を

組
み
合
わ
せ
て
、「
定
石
＋
事
例
」
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
他
社
事
例
を
使
っ
て
も
、
あ
ま
り
響
か
な
い
。

で
も
、
仲
間
が
や
っ
た
カ
イ
ゼ
ン
を
例
に
と
る
と
、「
あ
ぁ
、

こ
う
い
う
こ
と
で
い
い
ん
だ
」「
こ
う
す
る
と
便
利
に
な
る

ん
だ
」
と
い
う
の
が
伝
わ
り
や
す
い
ん
で
す
。

̶

　

カ
イ
ゼ
ン
を
書
き
出
し
て
、
共
有
化
す
る
と
こ
ろ
に
、
２

つ
の
カ
ベ
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、「
た
い
し
た
こ
と
」

を
や
っ
た
わ
け
で
な
い
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
お
披
露
目
す
る
の

は
恥
ず
か
し
い
と
い
う
も
の
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
自
分
た
ち

二
つ
の
カ
ベ
、
誤
解
払
拭
は
キ
ー
マ
ン
か
ら

5657 2012　6月号



「大きな問題」には誰でも気が付く。

だが、「小さな問題」には誰も気を付けない。

まずは、仕事の中の、

身近な小さな困りごとに気づくこと。

カイゼンはそこが出発点だ。

担当項目の表示化で
困らナイ化

事務オフィスで「誰」が「何」の担当か、

他部署から訪ねてきた人にはわからなかった。

問い合わせを受けるたび、案内していた。

窓口対応する人も大変だった。

訪問（問い合わせ）の多い業務担当者のブースの上に、

どこからでも見えるよう、大きく担当項目の表示を付けた。

担当項目の

担当項目の表示を天井から吊るした

会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

これなら、訪問者も迷わない。

これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

しなくてもよくなった。これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

で
や
っ
た
カ
イ
ゼ
ン
は
自
分
た
ち
の
宝
物
、
大
袈
裟
に
言
う

と
、
折
角
や
っ
た
カ
イ
ゼ
ン
を
タ
ダ
で
見
せ
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

̶

　

カ
イ
ゼ
ン
説
明
会
の
、
ま
さ
に
内
容
そ
の
も
の
で
す
ね
。

説
明
会
で
カ
イ
ゼ
ン
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
く
れ
た
各

部
門
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
改
善
推
進
リ
ー
ダ
ー
）
た
ち
が
、

そ
う
し
た
誤
解
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
払
拭
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
事
例
を
見
え
る
化
↓
共
有
化
す
る
こ
と
自
体
を
喜

び
に
感
じ
て
く
れ
る
人
が
社
内
に
多
い
の
も
事
実
で
す
。
た

と
え
ば
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
と
思
っ
て
い
た
自
分
の
カ
イ

ゼ
ン
を
参
考
に
、（
他
の
人
が
）
新
し
い
カ
イ
ゼ
ン
を
や
っ

て
く
れ
る
と
い
う
の
は
、
自
分
が
役
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
。
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、
当
社
の
風
土
、「
自
分

の
や
っ
た
こ
と
で
お
客
様
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
至
上
の
喜
び
」
と
い
う
考
え
方
が
カ
イ
ゼ
ン
の
中
に
も

「
色
」
と
し
て
出
て
い
る
の
か
な
、
と
も
。

̶

　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
今
す
ぐ
カ
イ
ゼ
ン
し
て
、
そ
れ
を

書
き
出
し
て
、
と
言
っ
て
も
む
ず
か
し
い
の
で
、
当
初
は

「
過
去
に
や
っ
た
カ
イ
ゼ
ン
」
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
シ
ー

ト
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
、
と
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
年
、

い
ろ
い
ろ
な
部
署
か
ら
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

̶

　

社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
に
カ
イ
ゼ
ン
事
例
集
を
作
り

ま
し
た
。
冊
子
に
す
る
と
、
更
新
が
大
変
で
す
し
、
部
署
の

範
囲
が
広
い
の
で
、
配
布
す
る
の
も
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
、

社
内
イ
ン
ト
ラ
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
事
例
集

を
共
有
す
る
し
く
み
を
作
り
ま
し
た
。

̶

　

出
て
き
た
事
例
を
そ
の
ま
ま
羅
列
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

回
ご
と
に
「
や
め
る
・
へ
ら
す
」「
定
置
化
」「
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
」
な
ど
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
や
め

る
・
へ
ら
す
」
な
ら
、「
や
め
た
、
減
ら
し
た
だ
け
の
カ
イ
ゼ

ン
っ
て
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
。
で
も
、
や

め
た
だ
け
で
良
く
な
る
の
な
ら
、
そ
れ
が
一
番
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
か
ら
、「
や
め
た
事

例
」
を
紹
介
。
カ
イ
ゼ
ン
の
考
え
方
と
、
実
際
の
事
例
を
5

〜
6
件
セ
ッ
ト
で
紹
介
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
ね
。

マ
ネ
し
や
す
い
事
例
を
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
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「定置化」とは「もの」を「定置」におくこと。

これ即ち、「整頓」の基本。

工具・文房具など非消耗品は、

使ったら元に戻しやすいよう工夫すべし。

「番号」に仕事をさせれば、

戻しやすく、「抜け・不在」も一目瞭然。

管理ボックス作成で
紛失しナイ化

コスチュームを直す作業で日頃使用しているハサミの管理が煩雑で、

紛失も多かった。また、作業中、ハサミをポケットから何度も出し

入れするのが不便だった。

ハサミの管理ボックスを作った。

ハサミに番号札を付け、

戻すときは同じ番号のボックスに収納する。

また、ハサミを首に掛けられるように

紐を付けた。

会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

紛失がなくなり、

紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

使い勝手も向上！
紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

̶

　

2
〜
３
週
間
に
１
回
の
サ
イ
ク
ル
で
。
更
新
し
た
の
が
わ

か
る
よ
う
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

を
用
意
、『
○
月
○
日
更
新
。
今
回
の
テ
ー
マ
は×

×

』
と
案

内
を
。
こ
れ
を
し
な
い
と
、
な
か
な
か
見
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

̶

　
「
事
例
集
」
と
は
別
に
、
カ
イ
ゼ
ン
事
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
以
下
、Ｄ
Ｂ
）
を
作
り
、
社
内
イ
ン
ト
ラ
に
の
せ
て
い
ま

す
。
社
内
、
グ
ル
ー
プ
会
社
内
な
ら
、
誰
で
も
、
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
事
例
集
で
紹
介
し
て
い
な
い
も
の
も

含
め
て
、
全
て
の
事
例
を
い
つ
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
事
例
を
「
定
石
」
ご
と
に
分
類
し
て
い
る
の

で
、「
定
石
」
か
ら
も
、「
部
門
」
か
ら
も
検
索
が
可
能
で
す
。

̶

　

ひ
と
つ
の
事
例
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
（
着
眼
、
着
想
、

着
手
な
ど
）
か
ら
の
「
定
石
」
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
あ

る
カ
イ
ゼ
ン
は
「
定
置
化
」
で
あ
り
、「
わ
か
る
化
」
で
あ
り
、

「
安
全
化
」
で
も
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

30
も
40
も
「
定
石
」
を
設
定
し
て
い
く
と
、（
慣
れ
な
い
人
は
）

ど
の
定
石
で
検
索
す
れ
ば
よ
い
か
、
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
初
に
、
主
な
「
定
石
」
を
10
数
個
に
我
々
で
限

定
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
見
え
る
化
」「
わ
か
り
や
す
化
」

「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
」「
ル
ー
ル
化
」「
一
元
化
」「
定
置
化
」

な
ど

̶

で
す
。

̶

　

ま
ず
は
、
自
分
の
部
署
は
ど
ん
な
カ
イ
ゼ
ン
を
出
し
て
い

る
の
か
、
各
部
門
に
と
っ
て
の
記
録
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
参
考
に
な
る
事
例
を
探
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
、「
定
置
化
」
と
い
う
「
定
石
」
で
検
索
し
た
ら
、△

△
部
が
非
常
に
多
く
出
し
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
、
こ
こ
に

聞
け
ば
い
ろ
い
ろ
と
わ
か
る
か
も
、
と
か
。
実
際
、
そ
ん
な

問
合
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
人
が
自
社
で
は

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
課
題
で
、Ｄ
Ｂ
を
の
ぞ
い
た
ら
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
の
良
い
事
例
が
載
っ
て
い
た
か
ら
教
え
て
下
さ

い
、
と
。
で
、
事
務
局
で
は
△
△
部
へ
の
橋
渡
し
を
。
そ
し

た
ら
、
具
体
的
な
解
決
策
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

̶

　

は
い
。Ｄ
Ｂ
に
は
答
え
が
載
っ
て
な
く
て
い
い
ん
で
す
。

解
決
の
糸
口
と
か
き
っ
か
け
、
ヒ
ン
ト
が
つ
か
め
れ
ば
。
あ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
当
社
の
得
意
分
野
で
す
か
ら

（
笑
）。

「
定
石
」
限
定
で
、
検
索
し
や
す
く
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「○○しただけではないか」という声がある。

だが、カイゼンの場合、「だけ」を高く評価する。

惰性・マンネリで仕事をしている人は、

「見える化→わかる化」すら、考えつかない。

「注意しよう」ではなく、注意するように

やり方をちょっと変える。これぞ、カイゼンの極意。

終了時刻見える化で

時間を守る
会議や打合せの終了時刻が守られない。

次に会議室の予約を入れている人に迷惑がかかっていた。

会議室の時計の下に、会議の終了時刻を書き込むことにした。

参加者から

見えるところに表示。

会議開始前、参加者への

会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

終了時刻が守られやすくなった。
会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

̶

　

今
、「
共
通
カ
イ
ゼ
ン
テ
ー
マ
」と
い
う
の
を
始
め
て
ま
す
。

̶

　

出
て
き
た
「
小
変
」
事
例
を
見
て
い
く
と
、
誰
が
ど
う
考

え
て
も
「
い
い
ね
！
」
と
い
う
事
例
が
い
く
つ
か
あ
る
ん
で

す
。
そ
の
効
果
は
１
つ
の
部
署
だ
け
な
ら
「
１
」
で
す
が
、

10
の
部
署
で
や
れ
ば
10
倍
の
効
果
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
事
例
を
事
務
局
で
「
共
通
カ
イ
ゼ
ン
テ
ー
マ
」
に

据
え
て
、
半
強
制
的
に
横
展
開
し
て
い
こ
う
、
と
。
面
倒
な

調
整
な
ど
は
事
務
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
か
ら
、
と
。

̶

　

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
ミ
ス
っ
て
よ
く
あ
る
で
し
ょ
う
？

　

実
は
１
枚
目
だ
け
出
力
す
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
初
期
設

定
の
ま
ま
10
枚
全
部
し
ち
ゃ
っ
た
と
か
。
モ
ノ
ク
ロ
で
い
い

ん
だ
け
ど
、
カ
ラ
ー
で
全
部
出
力
し
ち
ゃ
っ
た
、
と
か
。

　

我
々
の
職
場
で
は
共
有
の
出
力
機
（
複
合
機
）
が
自
分
の

机
（
Ｐ
Ｃ
）
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、Ｐ
Ｃ
の
出

力
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
出
力
は
も
う
止
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
、
そ
の
間
に
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
入
れ
て
、「
あ
る
操
作
」
を

し
な
い
と
、
出
力
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
、
出
力
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

̶

　

複
合
機
の
機
能
に
「
認
証
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。「
認
証
ボ
タ
ン
」
を
押
し
て
、
自
分
の
Ｉ
Ｄ
を
入
れ
な

い
と
出
力
で
き
な
い
と
い
う
機
能
。
こ
れ
を
設
定
し
て
、
や

り
直
し
が
効
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ
で
間
違
っ
た
出
力

指
示
を
し
て
も
、「
複
合
機
」
の
側
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

̶

　

そ
も
そ
も
手
間
だ
な
と
思
う
と
、
ち
ょ
っ
と
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト 

̶

と
い
う
こ
と
が
な
く
な
る
。
外
出
す
る
と
き
、
今

ま
で
だ
っ
た
ら
ス
グ
に
地
図
を
出
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

う
な
っ
て
か
ら
、（
画
面
の
地
図
を
）
ス
マ
ホ
で
映
す
よ
う

に
。
手
元
で
見
ら
れ
ま
す
し
、
拡
大
も
で
き
る
。
そ
ん
な
く

ふ
う
を
皆
が
考
え
始
め
る
ん
で
す
よ
。

̶

　

正
直
、
こ
れ
を
は
じ
め
て
１
週
間
く
ら
い
は
、
か
え
っ
て

非
効
率
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
け
ど
、
一

週
間
く
ら
い
す
る
と
、
慣
れ
て
き
て
。
で
、
ム
ダ
な
出
力
は

し
な
く
な
る
ん
で
す
。

　

ウ
チ
の
部
署
の
実
績
で
す
が
、
紙
の
使
用
量
が
こ
の
施
策

の
効
果
で
2
分
の
１
に
な
り
ま
し
た
。

小
変
を
中
変
に
！ 

共
通
カ
イ
ゼ
ン
テ
ー
マ
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会議開始前、参加者への

「終了時刻確認も習慣化され、

終了時刻が守られやすくなった。

必要以上の備品購入と

モノ探しのムダがなくなった。

紛失がなくなり、

使い勝手も向上！

これなら、訪問者も迷わない。

いちいち窓口対応を

しなくてもよくなった。

共通カイゼンテーマ

たとえば、こんなカイゼン

出力ボタン　
ポチッ！

あっ！
モノクロでよかったんだ～

――――と気づいても……

複合機に
「認証プリント」

機能を設定

波及効果も！

その①

その②

カラー印刷
実行

やり直しが効く

カラー全頁
出力中！

ウィ～ン

もう止められない

ボタンを押したら

ボタンを押しても

このカイゼン、１つの部署だけだと効果は「1」ですが、

10の部署に展開すれば、効果は10倍。

こんなカイゼンを見つけて、マネ・パクを後押ししています。

複合機に出力した紙が

置きっ放しにされることも。

ＩＤ入力のため複合機まで行くので、

出力した紙の取り忘れナシ。

セキュリティー的にも安全。

何でもスグ出力する。

紙のムダ。

ほんとうに必要なものだけ出力。

紙のムダなし。

集積効果の高そうなカイゼンを事務局主導で取り上げて、

全社展開する-----という取り組みです。

問題

問題
解決

解決

ＩＤを入れないと出力しない

̶

　

お
も
し
ろ
い
も
の
で
、
他
部
署
で
始
め
た
の
を
ウ
チ
の
部

署
が
追
従
し
て
、
そ
れ
を
事
例
集
に
載
せ
た
ら
、
ま
た
他
の

部
署
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
き
た
。
だ
け
ど
、
そ
こ
ま
で
。

　

で
、
わ
か
っ
た
ん
で
す
。「
や
れ
た
ら
、
や
っ
て
み
て
」
と

い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
、
広
が
ら
な
い
ん
で
す
。「
よ
さ
そ
う
だ

け
ど
、
設
定
す
る
の
も
面
倒
だ
し
ね
」
と
。
だ
か
ら
、
半
分

強
制
で
、
事
務
局
が
背
中
を
押
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
、
と
。

　

た
だ
、
こ
れ
（
共
通
カ
イ
ゼ
ン
テ
ー
マ
）
は
全
社
的
で
な

く
て
も
、
部
門
内
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル
と
い
う
清
掃
部
門
。
清
掃
用
具
な
ど
を

入
れ
る
倉
庫
内
の
モ
ノ
の
置
き
場
や
配
列
な
ど
は
場
所
に

よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
。
い
ろ
ん
な
倉
庫
を
行
き
来
す
る
キ
ャ
ス

ト
は
「
あ
の
道
具
、
た
し
か
、
こ
の
辺
り
の
は
ず
」
と
、
探
す

の
に
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
エ
リ
ア
で
「
配
列
の

共
通
化
」
を
し
た
ら
、
非
常
に
働
き
や
す
く
な
っ
た
。
だ
け

ど
、
こ
れ
が
全
エ
リ
ア
に
水
平
展
開
で
き
て
い
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
そ
れ
を
事
務
局
で
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
、
と
。

　

そ
う
い
う
こ
と
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
た
中
で
職
場
ご

と
に
で
き
る
の
が
理
想
で
す
が
、
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
と
り
あ
え
ず
今
は
、
よ
い
も
の
は
事
務
局
リ
ー
ド
で
ど

ん
ど
ん
や
っ
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
タ
テ
に

も
ヨ
コ
に
も
広
が
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

―
―
―

　

私
た
ち
の
目
指
し
て
い
る
も
の
は
「
カ
イ
ゼ
ン
風
土
の
醸

成
」。
そ
の
た
め
に
「
し
く
み
」
を
作
り
、
小
変
の
考
え
方
を

個
々
の
意
識
の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

世
の
中
や
内
部
事
情
が
変
化
し
、
ア
タ
リ
マ
エ
自
体
も
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
と
同
様
に
、
カ
イ
ゼ
ン
も
ま
た
、
永
遠
に
完
成
し
な

い
。
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
オ
ン
ス

テ
ー
ジ
を
支
え
る
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
の
カ
イ
ゼ
ン
も
、「
こ

れ
で
よ
し
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
な
い
。
カ
イ
ゼ
ン
す
る
と
こ

ろ
が
な
い
、
イ
コ
ー
ル
思
考
停
止
状
態
。
カ
イ
ゼ
ン
に
終
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
、
カ
イ
ゼ
ン
っ
て
製
造
業
が
中
心
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
品
質
を
生
み
出
す
手
前
の
と
こ

ろ
に
プ
ロ
セ
ス
は
あ
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
の
あ
る
と
こ
ろ
に
す

べ
て
カ
イ
ゼ
ン
は
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
業
に
こ
そ
、
カ
イ

ゼ
ン
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

̶

ア
タ
リ
マ
エ
は
逃
げ
る

カ
イ
ゼ
ン
は
終
わ
ら
な
い
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